
報 道 発 表 資 料 

（経済・大津市同時） 

  令和７年７月２９日  

 
琵琶湖疏水沿線魅力創造協議会 
事務局：公益社団法人京都市観光協会 
ＴＥＬ：０７５－２１３－００２０ 

 
取 次 ： 京 都 市 産 業 観 光 局 

観光ＭＩＣＥ推進室 
ＴＥＬ：０７５－７４６－２２５５ 

 取 次 ： 大 津 市 産 業 観 光 部 

観 光 振 興 課 
ＴＥＬ：０７７－５２８－２７５６ 

 

「びわ湖疏水船」令和７年秋シーズンのご案内 

【国宝・重要文化財記念便】運航決定！！ 

 

明治２３（１８９０）年に造られた貴重な産業遺産「琵琶湖疏水」を楽しむ「びわ湖疏水船」

は、平成３０（２０１８）年春に本格運航を開始し、今年で８年目の秋シーズンを迎えます。 

風情ある水路沿いの紅葉をはじめ、木々が色づく眺めを楽しめる秋シーズンは、１０月３日

（金）から運航を開始します。 

また今年は、「琵琶湖疏水」の諸施設が国宝・重要文化財に指定される ことを受け、１２

月１日（月）から同月７日（日）まで「国宝・重要文化財記念便」を運航します。 

乗船券は「ふるさと納税先行予約枠」及び「一般販売枠」をご用意しています。 

※令和７年５月に国の文化審議会において、琵琶湖疏水の諸施設を国宝・重要文化財に新たに指定することに

ついて、答申が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１ 令和７年秋シーズン運航日程 

１０月３日（金）～１１月３０日（日）の内の４５日間（運休日あり） 

「びわ湖・大津港便」の運航は１１月２０日（木）～２３日（日・祝）、１１月２７日（木）

～３０日（日）の８日間です。 

「国宝・重要文化財記念便」の運航は１２月１日（月）～７日（日）の７日間です。 

※「国宝・重要文化財記念便」は、乗船当日に記念品を贈呈いたします。 

詳細は下記ＷＥＢサイトからご確認ください。 

https://biwakososui.kyoto.travel/ 
びわ湖疏水船 検索 

※ 



 

２ ご乗船の申し込み予約方法 

受付開始日 令和７年８月２６日（火）午前９時３０分～ 

WEB サイト 

での申込 

・https://biwakososui.kyoto.travel/ 

・受付開始日以降、空席状況もご確認いただけます。 

ＦＡＸ 

郵送 

での申込 

・所定の申込用紙にてお申込みください。 

・用紙は、公式ＷＥＢサイトでダウンロードしていただき、必要事項をご記入の上、 

びわ湖疏水船受付事務局までＦＡＸ、または郵送にてお送りください。 

※申込用紙ダウンロードＵＲＬ 

 https://biwakososui.kyoto.travel/pdf/moushikomi.pdf 

※ご不明な点やご質問等については、びわ湖疏水船受付事務局までお問合せください。 

※お電話、対面でのご予約は承っておりませんので、ご注意ください。 

申込用紙の 

送付先 

びわ湖疏水船受付事務局 

・ＦＡＸ ０７５－３６５－７７５７ 

・郵 送 〒６００－８０２３ 

京都市下京区河原町通松原上ル２丁目 富永町３３８ 京阪四条河原町ビル７階 

(株)ＪＴＢ京都支店内 

お問合せ 

びわ湖疏水船受付事務局 

・電 話 ０７５－３６５－７７６８ 

【受付時間／午前９時３０分～午後５時３０分（平日のみ）】 

 

３ ふるさと納税によるご乗船について 

■ふるさと納税（先行予約枠） 

先行予約期間中に、京都市または大津市に対してふるさと納税制度を利用してご寄附いた

だくと、一般の方よりひと足早くご予約いただけます。 

国宝・重要文化財記念便は、乗船当日に記念品を贈呈いたします。 

寄附 

プラン名 

国宝・重要文化財記念便  びわ湖・大津港便 三井寺便 

プランＡ プランＢ プランＡ プランＢ プランＡ プランＢ 

寄付額 ８０,０００円 １００,０００円 ６０,０００円 

特 典 

先行予約権

＋乗船券 

各１名様分 

先行予約権 

２名様分 

※別途、乗船券の

購入が必要です 

先行予約権＋

乗船券 

各１名様分 

先行予約権 

２名様分 
※別途、乗船券の

購入が必要です 

先行予約権

＋乗船券 

各１名様分 

先行予約権 

２名様分 
※別途、乗船券の

購入が必要です 

対 象 

京都市ふるさと納税 京都市ふるさと納税 京都市ふるさと納税 

京都市外 

在住の方 

どなた様でも

ご利用いただ

けます 

京都市外 

在住の方 

どなた様でも

ご利用いただ

けます 

京都市外 

在住の方 

どなた様でも

ご利用いただ

けます 

大津市ふるさと納税 大津市ふるさと納税 大津市ふるさと納税 

大津市外在住の方 大津市外在住の方 大津市外在住の方 

定 員 
京都市・大津市それぞれ 

先着２０名様 
京都市・大津市それぞれ先着１００名様 

申込期間 令和７年８月５日（火）～１５日（金）１７時 

※１「国宝・重要文化財記念便」は上り１便・上り４便、下り１便・下り４便のみご予約が可能です。 

※２「びわ湖・大津港便」は「大津港」/「蹴上」間を運航する便です。 

  ※３「三井寺便」は「三井寺」/「蹴上」間を運航する便です。 

びわ湖疏水船 検索 

※１ ※３ ※２

 



びわ湖疏水船 ふるさと納税 検索 

 

■ふるさと納税（一般販売枠） 

上記の先行予約プランのほか、「一般販売枠」についても、ふるさと納税でご乗船いただ

けます。 

国宝・重要文化財記念便は、乗船当日に記念品を贈呈いたします。 

寄附額 
国宝・重要文化財記念便 びわ湖・大津港便 三井寺便 

４０,０００円 ５０,０００円 ３０,０００円 

特 典 乗船券１名様分 乗船券１名様分 乗船券１名様分 

対 象 京都市ふるさと納税：京都市外在住の方 
・京都市ふるさと納税：京都市外在住の方 

・大津市ふるさと納税：大津市外在住の方 

定 員 なし なし 

申込期間 
令和７年８月２６日（火）～ 

      ９月１６日（火）１７時 
令和７年８月２６日（火）～１１月２１日（金） 

 

■ふるさと納税の申し込み予約方法 

 京都市ふるさと納税 大津市ふるさと納税 

WEB サイト 

での申込 

 

https://biwakososui.kyoto.travel/furusato/ 

 

ＦＡＸ 

郵送 

での申込 

・所定の申込用紙にてお申込みください。 

・用紙は、公式ＷＥＢサイトでダウンロー

ドしていただき、必要事項をご記入の

上、京都市上下水道局 総務部総務課ま

でＦＡＸ、または郵送にてお送りくださ

い。 

※申込用紙ダウンロードＵＲＬ 

https://biwakososui.kyoto.travel/pdf/mo

ushikomi.pdf 

※お電話、対面でのご予約は承っておりま

せんのでご注意ください 

大津市への寄附は、 

ＷＥＢサイトからのみの 

お申込みになります。 

申込用紙の

送付先 

京都市上下水道局 総務部総務課 

・ＦＡＸ ０７５－６８２－２７１１ 

・郵 送 〒６０１－８１１６ 

 京都市南区上鳥羽鉾立町１１番地３ 

お問合せ 

京都市上下水道局 総務部総務課 

・電 話 ０７５－６７２－７７０９ 

【受付時間／午前９時～午後５時（平日のみ）】 

大津市ふるさと納税コールセンター 

・電 話 ０５０－３６４５－２２８３ 

【受付時間／午前９時３０分～午後５時３０分 

（平日のみ）】 

 

４ その他 

 

 

 

 

〇 予約・販売管理に関すること 

  （株）ＪＴＢ京都支店                      電話 ０７５－３６５－７７６８ 

〇 ふるさと納税に関すること 

  ［京都市］京都市上下水道局 総務部総務課  電話 ０７５－６７２－７７０９ 

  ［大津市］大津市政策調整部 企画調整課   電話 ０７７－５２８－２７０１ 

〇 琵琶湖疏水通船事業に関すること 

琵琶湖疏水沿線魅力創造協議会事務局（(公社)京都市観光協会）  電話 ０７５－２１３－００２０ 

 

（本広報資料に関するお問い合わせ） 



 

【参考】びわ湖疏水船について 

（1）特長 

明治期に竣工した第１琵琶湖疏水（三井寺～蹴上間約７．８ｋｍ）を運航する、春秋限定

の観光船（定員：下り１２名、上り９名）。平成３０年、約７０年ぶりに復活し、専門ガイ

ドによる案内を聞きながら、明治期の偉人が揮毫したトンネル出入口の「扁額」や赤レンガ

造りの国指定登録有形文化財「旧御所水道ポンプ室」などを間近で見られるほか、とりわ

け、全長２，４４４ｍに及ぶ第１トンネルでは、ほとんどの作業を人力で行った先人たちの

苦労を肌で感じることができます。 

また、水路上から美しい桜と紅葉などの景色も楽しんでいただけます。 

なお、令和２年６月には、疏水沿線全域が日本遺産に認定されました。 

 

（2）航路延伸について 

令和６年３月、「びわ湖疏水船」の大津側の乗下船場をびわ湖・大津港へと約１．５ｋｍ

伸ばし、「びわ湖疏水船」の魅力が３つの点で高まりました。 

その１：上り便では、幅の狭い疏水から突如として広大な湖上の景色が広がります。下り

便では、びわ湖から疏水に入るという明治期の物流の風景を疑似体験。 

その２：アトラクションともいえる大津閘門の通過。疏水とびわ湖の水位差を調整する

閘門の仕組みは、規模は異なりますが、パナマ運河と同じ手法です。 

その３：びわ湖観光との連動。びわ湖・大津港を拠点に、びわ湖を周遊する大型クルーズ

船やびわ湖一周サイクリング（通称ビワイチ）等の魅力とワンストップでつなが

ります。 

 

（3）国宝・重要文化財指定について 

   令和７年５月１６日に、国の文化審議会において、琵琶湖疏水の諸施設を国宝・重要文化

財に新たに指定することについて、答申が出されました。「西洋技術の習得過程にあった明

治中期において、当時の土木技術の粋を集めて築かれ、世界的に高い評価を得た、類い希な

る構造物であり、明治日本における都市基盤施設の金字塔である」と高い評価を受けまし

た。「重要文化財」として指定される施設は、大津市から京都市にかけて、２４か所の施設

で、そのうち、「第一隧道（トンネル）」、「第二隧道」、「第三隧道」など５か所が「国宝」と

して指定されることとなりました。今後、官報告示を経て、国宝・重要文化財（建造物）と

なる予定です。 

 

（4）運航区間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（5）運航主体 
琵琶湖疏水沿線魅力創造協議会 

滋賀県、大津市、京都市、（公社）京都市観光協会、（公社）びわ湖大津観光協会、 

京阪ホールディングス（株）、西日本旅客鉄道（株）、東海旅客鉄道（株）、京都商工

会議所、大津商工会議所 
 


